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慢性心房細動症例に対する電気的除細動後の心房電気生理学的指標の変化

佐　藤 俊　明

内容の要旨

　心房細動 は、洞調律時に発作 的に出現 し白然停iFす る発作性心房

細動 と、遷 延 し洞調律 が認め られない慢性心房 細動に分類 され るが 、

発作性心房細動 の約20%は 慢性心房細動 に移行 する。心 房細 動が慢

性化す る過程 では 「電気的 リモデ リング」 と呼 ばれ る心 房筋の 一連

の電気生理学 的変化が進み、 よ り心房細 動が遷 延 しやすい環境が生

ず る。 その影饗 は心房 細動除細動後 に も及ぶ。 心房細動持 続時 間の

leい 症例 では除細 動後の心房細動再発 率が 高い。その機序 が電気的

リモデ リングの回複過 程 と関連 するか否か は不 明であ る。 また心房

細動遷延後 に徐拍化 を団的 と してvcrapamilが 投 与 された症例 におい

て、verapamil投 与が電気的 リモデ リングの進行 を阻1Lで きるか どう

かについても知 られ ていない。

　方法　1}慢 性心房細動症例IS例 において 、電気 的除細動施行後1,

24時 間後の右房有効不応期 と心房内伝導時 間(S巳一P時側およびP波 幅}

をar測 し、心房細 動の既往が ない対 照群の計測f十1と比 較す ると とも

に、心房細動 持続時間 と各指標 との相 閲につ いて調べ た。2・の 慢性

心房細動発生後 にverapamilの 経 口投 与が開始 された症例 とverapamil

投与歴の ない慢性 心房細 動の症例に おいて 、電 気的除細 動1,248

間後の右房単相性 活動 電位持続 時間、右房宥効 不応期 を比較す る と

ともに、2・2)一 部の慢 性心房細 動症例 に対 し除細 動1,24時 間後 に

verapamilを静腺 内投 与 し、投与前後の右房有効不応lplを比較 した。

　結果　t)慢 性心房細 動除細動後 の右房有効 不応 期は心房細動 の既

往がない対照群 に比べ有意 に短 く、SI-P時 間お よびP波 幅は有効 に民

か った。除細 動後24時iwの 間に右房有効不応 期は有意 に延 長 したが 、

24時 間後 において もSl-P時 間お よびP波YPIの有意 な回復は認 めなかっ

た。z>心 房細 動持続時 間が民い症例 ほ ど、除細動 後24時 間の右房 有

効不応 期お よびP波 輻の 回復が 遅れて いた 。3)心 房細動 遷延 後 に

v｢rapamilの経 口投与が開始 された症例 では 、　vcrapamil投 与歴の ない

症例に比べ電気 的除細 動後の単相性 活動電位持 続時 間お よび右房有

効不 応 期 は有 意 に 短 か っ た。 また 、慢 性 心 房細 動 除細 動 後 に 、

vcrapamilが 静脈 内投 与 された群では右房有効不 応朗が 有意 に短縮 し

た。

　結論　慢性心房細動 除細動後 、心房 不応期 と心房w伝 導時間の異

常が遷延 し、心房細動 持続が遷延 した症例 ほ ど除細動後 の電気生埋

学的措標の回復 が遅延する ことが示 された。心 房細 動遷 延後開始 さ

れたvcrapamiUの 経 口投 与 によ り、 また除細 動後 のverapamilの 静脈 内

投与に よ り、電 気的 リモデ リングが進行 した心 房筋の不応期 は短縮

す る可能性が示 された。心房細動の 治療 におい ては 、発生 後早期の

停止が重要であn.慢 性 化するribからvcrapamil投 与 を考慮 する必 要

性が示唆 され た。

論文審査の要旨

　慢性 心房細動 は心 不 全や血栓塞 栓症 な どの合併症 を生 じ、心房細

動 持続 時auの 艮い症例 では除細動 後の心 房細動 再発率が 高いg心 房

細 動持続時 間 と電気的 リモデ りングの 回復過程 とのISyiは 不明 であ

り、心 房 細 動 遷 延 後 に投 与 され たL型Caチ ャ ネ ル遮 断 薬 で あ る

vcrapamilirir心房電 気生理学 的指標へ 及ぼす効果 につい て も知 られて

いない。 申請者13,ヒ トにお いて慢 性心 房細動竃気 的除細動 後 の心

房 電気生埋 学的指 標の変化 を計 測 し,対 照群 の揃標 と比較検 討 した。

慢 性心 房細動 除細動後 の右房有効 不応期 は心房細動 の既 往が ない対

照 群 に比べ 短 く、心房 内伝 導　 raは 長か った。心 房細動 持続 時 問が

罠い疲例 ほ ど、除細動後24時 間の右房有効不応期お よびPiHiOmのhzl復

は小 さかった。心房細動遷 延1麦にvcrapamilの 経n投 与がIRI始 された

症 例では、verapamil投 与歴 のない症例 に比べ 電気的除細 動後の 単相

性 活動 耽位持 続時 間お よ び右房有 効不応 期は 短か った。 また、慢性

心Bill動 除細動 後itvcrapamilが 静脈 内投与 さitた 群で は右房有効 不

応 期が短縮 した。心 房細 動の 治療 にお いては 、発生後 脚 明の1:Sif:が

重要であq,電 気的除細 動 を考慮 する症例 でverapamil投 与を控 える

必 要性 を示 した。

　 審査 にお いて本研 究 の新知 見の 総鱈 が求め られ.電 気 的 リモデ リ

ングの回復過程 と心房細 動持続時 間 との関連 を明 らか に し、電気 的

リモデ リングが,,:じた心 房筋 に対す るL型Caチ ャネル遣断薬 の 有効

性 の限界 を示 した こ とであ る と説 明 された。症例 の性別 に偏 りが あ

る との指摘 があ った。VcrapamiliY31脈内投 与前後での不応 期の比較 に

用いた統 計学的方法 につ いて問 われ た◇両群 の比較 について はpaircd

stwkm　 T　los電を もちいた と説明 し指標が 正規分布 してい るこ とを確認

した。 臨床 におけ るverapamilの 心 房網 動症例へ の適応 につ き問 われ

た。発作性 心房細 動症例 に対 してvcrapamilを 積極 的 に投 与するが 、

慢 性心房細 動例 で 除細 動 を考慮 す る症 例で は投与 を控 え る。 一方 、

除細動 せず心拍 数調節 を行 な う症例 で はverapamil投 与の 適応 があ る

と説明 された。Venpamilが 除細 動後の心房細 動 再発へ 及{3す 影響 に

ついて も問われ た。Vcrepamil投 与群では 再発率は高い 傾向 を認め た

が、再発予防 のため追加 投与 さiLた そ の他の抗 不 整脈 薬 の影響 もあ

る との説明が な され た。 電気 的 リモデ リングに」:り変化 した膜 イオ

ンチ ャネルへ 及ぼす抗不 整脈薬の 薬理学 的効果 を検討す るだけ でな

く、電 気的 リモデ リングがgap　junclionに 及 ぼす影響 とそれ に対す る

治療 も考慮 すべ きである との助言が な さi,た6

　 以 肚の ように、本研究 には今後 の課題 がい くつ か残 されたが 、慢

憧心 房細動 の醇発機 序の解 明 お よび心房細 動治療 の研 究 に貢献す る

価値が ある論 文 と評 価 された。
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